
る
ご
と
に
小
田
川
の
増
水
ゃ
、
岩
木
川
か
ら
の
逆
流
な
ど
で
、
せ
っ
か
く

築
い
た
堤
防
が
決
壊
と
言
う
悪
条
件
で
、
そ
の
度
に
河
川
の
流
れ
が
変
り
、
 

水
田
が
川
底
に
な
っ
た
り
、
押
し
流
さ
れ
た
。
 

血
と
汗
の
惨
む
様
な
苦
労
の
甲
斐
も
無
く
、
幾
度
と
な
く
失
敗
が
繰
り

返
さ
れ
、金
木
代
官
で
は
日
夜
頭
を
痛
め
、散
在
し
て
居
る
他
国
か
ら
募
っ

た
人
達
を
、
今
の
嘉
瀬
派
立
に
作
業
小
屋
を
立
て
寝
泊
さ
せ
、
人
夫
に
は

工
事
分
担
を
割
当
て
た
。
 

そ
れ
以
来
河
川
の
工
事
は
以
外
と
進
み
、
三
七
五
〇
米
の
小
田
川
の
開

発
工
事
は
、
延
宝
年
間
か
ら
の
構
想
も
数
十
年
と
言
う
長
い
年
月
で
、
元

禄
中
期
の
十
一
年
に
は
河
川
（
小
田
川
）
に
通
水
し
、
遂
に
完
成
し
た
。
 

地
域
農
民
の
喜
び
は
例
え
様
も
無
か
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
毎
年
の
如
く

岩
木
川
の
増
水
や
降
雨
時
に
は
氾
濫
、
小
田
川
・
十川
の
堤
防
が
決
壊
し
、
 

水
田
は
大
洪
水
と
化
し
た
が
、
そ
の
後
も
幾
度
と
無
く
再
改
修
し
た
。
 

他
国
人
が
小
田
川
掘
削
堤
防
工
事
に
率
先
協
力
し
、
立
派
に
工
事
が
完

成
し
て
、
解
散
の
機
運
に
な
っ
た
が
、
人
間
模
様
が
千
差
万
別
で
有
り
、
 

故
郷
に
帰
散
す
る
人
、ま
た
残
留
し
た
人
々
は
小
田
川
河
川
補
強
工
事
ゃ
、
 

水
田
に
「
し
が
み
つ
き
」
永
住
し
た
が
、
余
命
い
く
ば
く
も
な
く
露
と
消

え
た
人
々
も
多
々
あ
っ
た
が
、
遺
体
は
無
縁
仏
と
し
て
、
派
立
の
俗
に
言

う
「
工
藤
の
墓
』
に
丁
重
に
葬
っ
た
と
言
い
伝
え
が
あ
る
。
 

何
れ
に
せ
よ
、
大
昔
か
ら
の
嘉
瀬
の
水
田
は
、
小
田
川
・
旧
十
川
・
飯

詰
川
の
決
壊
の
水
害
や
、
早
魅
・
冷
害
で
不
毛
の
地
と
言
う
べ
き
湿
地
帯

を
、
此
処
ま
で
開
発
す
る
に
は
用
水
・
排
水
・
濯
慨
な
ど
の
水
利
事
業
の
 
 

効
果
が
絶
大
な
も
の
で
あ
る
が
、
現
在
の
嘉
瀬
の
集
落
を
形
づ
く
っ
た
祖

先
の
英
知
は
偉
大
な
も
の
で
あ
り
、
吾
々
が
今
、
燕
に
生
存
し
て
居
る
こ

と
は
、
祖
先
の
歎
難
辛
苦
の
賜
で
あ
り
、
改
め
て
『
古
き
を
尋
ね
て
新
し

き
を
知
る
』
こ
と
が
で
き
る
。
 

津
軽
藩
で
は
、
新
し
く
拓
い
た
土
地
の
集
落
ご
と
に
、
何
々
派
立
と
名

付
け
て
い
た
が
、明
治
二

一
年
（
西
一
八
八
八
）
に
町
村
制
が
公
布
さ
れ
、
 

嘉
瀬
も
行
政
上
、
集
落
内
は
実
施
さ
れ
た
が
、
派
立
で
は
藩
政
時
の
嘉
瀬

派
立
の
名
残
り
を
町
内
名
に
、
派
立
と
名
付
け
た
と
言
う
説
で
あ
る
。
 

打
続
く
凶
作
 

嘉
瀬
は
六
百
余
町
歩
の
水
田
を
有
し
て
い
た
。
農
家
の
命
の
糧
と
し

て

耕
作
し
て
い
る
水
田
が
、
不
思
議
に
も
幼
穂
形
成
期
か
ら
、
出
穂
開
花
期

に
か
け
て
豪
雨
が
降
り
続
き
、
岩
木
川
の
水
流
が
逆
流
し
て
、
小
田
川
・

旧
十
川
・
飯
詰
川
が
満
水
と
な
り
、
堤
防
決
壊
が
三
年
に

一
ー
二
回
は
必

ず
あ
っ
た
。
 

嘉
瀬
の
水
田
六
百
余
町
歩
余
り
の
内
、
三
分
の
二
の
「
了
四
百
町
歩
は
、
 

そ
の
度
毎
に
冠
水
し
、
田
圃
一
面
は
泥
の
海
と
化
し
、
冠
水
は
三
日
ー

一

週
間
も
居
座
り
、
春
か
ら
秋
ま
で
吾
が
子
同
様
に
愛
情
を
持
っ
て
育
て
た

稲
は
、

一
瞬
の
水
害
で
全
滅
し
、
百
姓
は
天
を
仰
ぎ
、
憎
む
に
も
憎
め
ず

泣
く
に
も
泣
け
ぬ
悲
惨
さ
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
も
喰
う
為
の
糧
と
し
て
稲

刈
り
を
す
る
が
、
冠
水
の
水
田
は
、
整
粒
は

一
粒
も
無
く
『
ズ
ダ
米

（屑

米
）』
が
、
少
量
穫
れ
る
だ
け
で
あ
っ
た
。
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水
田
が
冠
水
し
た
稲
の
刈
取
り
は
遅
れ
る
の
で
、
季
節
外
れ
の
般
や
電

が
降
り
、
田
圃

一
面
が
赤
く
な
る
程
に
「
ズ
ダ
米

（屑
米
）』
が
脱
粒
し
、
 

「
ツ
マ
ゴ

（
藁
靴）』
を
履
い
て
、稲
藁
株
を
刈
取
っ
た
年
も
多
々
あ
っ
た
。
 

ま
た
刈
取
っ
た
稲
が
堤
防
の
決
壊
で
、
ご
っ
そ
り
冠
水
の
為
に
流
出
し

た
り
、
泥
に
埋
没
す
る
事
も
多
々
あ
っ
た
。
極
端
で
あ
る
が
雨
が
三
粒
降

る
と
、
小
田
川
の
上
流
か
ら
の
「
暴
れ
水
」
は
、
冷
コ
水
町
内
の
一
部
が

床
上
・
床
下
浸
水
で
、
町
内
の
人
々
は
心
配
し
た
も
の
で
あ
る
。
 

小
田
川
上
流
か
ら
の
暴
れ
水
で
、
小
田
川
の
堤
防
が
満
水
に
な
る
と
、
 

古
町
の
道
路
上
が
水
び
た
し
に
な
り
、
必
ず
小
田
川
・
旧
十
川
・
飯
詰
川

の
何
処
か
の
堤
防
が
決
壊
し
、
必
ず
半
鐘
が
乱
打
さ
れ
る
が
常
で
あ
る
。
 

そ
の
度
毎
に
村
人
や
水
防
団

・
消
防
団
が
出
動
し
て
、
水
害
を
僅
少
に
食

い
止
め
ん
と
、
土
嚢
で
堤
防
の
補
強
に
奔
走
し
た
も
の
で
、
村
の
婦
女
子

等
は
「
炊
き
出
し
」
 
に
かり
出
さ
れ
た
。
 

私
の
脳
裏
か
ら
離
れ
な
い
の
は
数
え
年
の
十
才
、
昭
和
十
年
八
月
の
真

夏
だ
っ
た
。
そ
の
時
は
雨
が
四
日
ー
五
日
も
夜
と
な
く
昼
と
な
く
降
り
続

き
、
小
田
川
・
旧
十
川
・
飯
詰
川
の
堤
防
が
決
壊
、
六
百
余
町
歩
の
水
田

は
冠
水
し
、
嘉
瀬
清
久
溜
池
の
堤
防
岸
ま
で
満
水
し
、
水
田
は
泥
の
海
と

化
し
、
『
ハ
ダ
ギ

（
バ
ッタ
）』
が
土
手
や
草
原
一
面
に
群
浮
し
て
居
た
。
 

又
、
村
で
は
農
家
の
窮
乏
を
多
少
と
も
救
お
う
と
、
役
場
前
で
救
済
事

業
に
蕨
か
ら
澱
粉
を
採
る
作
業
に
日
雇
い
と
し
て
、
老
若
男
女
達
が
働
い

た
。
こ
の
様
な
事
が
三
年
に

一
ー
二
回
は
必
ず
あ
り
、
嘉
瀬
の
水
田
は
皆
 
 

無
作
の
常
習
災
害
地
帯
で
あ
っ
た
。
 

（
大正
か
ら
昭
和
初
期
迄
の
凶
作
）
 

⑥
大
正
二
年
（
大
凶
作
）
 

⑨
昭
和
六
年

（
大凶
作
）
 

⑥
大
正
五
年
（
四
分
作
）
 

⑨
昭
和
七
年

（
大水
害
）
 

⑥
大
正
十
二
年
（
凶
 
作
）
 

⑥
昭
和
九
年

（
冷害
大
水
害
）
 

⑥
大
正
十
一
年
（
五
分
作
）
 
⑥

昭
和
十
年
（
冷
害
大
水
害
）
 

⑥
大
正
十
三
年

（
凶
 作
）
 

昭
和
十
年
以
降
も
私
の
記
憶
で
は
、
冷
害
大
水
害
等
が
数
十
回
あ
っ
た
 

が
、
記
憶
に
新
し
く
生
々
し
い
の
は
、
昭
和
五
十
五
年
と
平
成
五
年
が
皆
 

無
作
で
あ
っ
た
。
 

こ
の
間
に
小
作
人
の
下
層
の
水
田
は
、
堤
防
決
壊
が
無
い
年
で
も
、
小
 

田
川
か
ら
流
れ
る
暴
れ
水
が
、
堤
防
内
の
『
内
水
』
で
毎
年
の
如
く
冠
水
 

し
た
。
 

往
事
は
無
機
質
肥
料
が
無
く
、
有
機
質
肥
料
だ
っ
た
か
ら
、
反
収
は
豊
 

作
で
も
四
ー
五
俵
だ
っ
た
。
そ
の
内
地
主
か
ら
は
年
貢
米
を
搾
り
取
ら
れ
、
 

貧
農
の
小
作
人
は
明
日
の
糧
に
も
事
欠
き
途
方
に
暮
れ
、
喰
う
や
食
わ
ず
 

で
草
根
木
皮
、
喰
え
る
物
は
何
で
も
食
べ
、
露
命
を
繋
ぎ
凌
い
だ
。
 

貧
農
の
小
作
人
は
地
主
に
対
し
て
は
総
て
受
け
身
で
、
地
主
の
搾
取
と
 

圧
力
に
抵
抗
す
る
事
な
く
耐
え
る
の
み
で
あ
っ
た
。
 

小
作
人
の
貧
農
は
、
百
姓
だ
か
ら
当
り
前
と
諦
め
て
、
喰
え
な
く
な
る
 

と
娘
や
息
子
を
売
っ
た
。
 

凶
作
の
年
は
嘉
瀬
か
ら
も
、
十
二
才
ー
二
十
才
前
後
の
花
の
曹
の
娘
達
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「
津軽
弁
 
笑
い
話
こ
」
 

花
嫁

道
具
 

秋
晴
れ
の
昼
、
授
業
を
終
え
た
女
子
中
学
生
た
ち
が
、
教
室
か
ら
 

「
ワ
ァ
ー
」
と
校
庭
に
走
り
出
た
。
 

チ
ャ
カ
シ
コ
の
と
し

こ
、
松
の
根
っ
こ
に
ケ
ツ
メ
ギ
、
腹
ツ
デ
、
 

ワ
ッ
タ
ド
、
オ
ケ
タ
。
こ
れ
を
見
て
い
た
オ
マ
セ
の
か
な
こ
。
 

「
と
し
こ
ァ
、
嫁
道
具
ば
、
壊
し
た
べ
」
 

「
ワ
、ま
だ
箪
笥
も
鏡
台
も
持
っ
て
ネ
エ
ジ
ャ
」
 

「
そ
れ
ほ
ど
、
強
く
オ
ケ
レ
バ
、
 

 
嫁
道

具
壊
い
だ
に
決
っ
て
る
べ
」
 

と
ニ
グ
ラ
ド
笑
っ
た
が
、
と
し
こ
に
は
、
 

何
の
こ
と
か
、
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
 

そ
の
夜
、
と
し
こ
は
母
親
に
尋
い
た

ら
、
 

「
ナ
ン
ダ
カ
ン
ダ
、
サ
ベ
ル
モ
ン
デ
ネ

エ
」
 

と
叱
ら
れ
た
。
 

子
 
ョ

）
 

が
、
小
さ
な
風
呂
敷
包
み
を
持
っ
て
、
家
の
入
ロ
の
前
で
、
家
族
が
泣
き

な
が
ら
見
送
り
、
水
商
売
や
紡
績
工
場
、
其
の
他
に
口
減
ら
し
と
、
金
銭

の
為
に
売
ら
れ
た
が
、
娘
達
の
大
半
は
満
期
が
来
て
も
、
故
郷
に
帰
る
事

な
く
、
倫
落
の
果
て
に
身
を
沈
め
て
不
幸
な

一
生
を
送
っ
た
。
 

又
、
男
達
も
借
子
は
勿
論
、
北
海
道

・
樺
太

・
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
・
蟹
工

船
に
雇
人
夫
と
し
て
身
体
を
売
り
、
な
か
に
は
生
地
獄
の
『
タ
コ
部
屋
」
 

に
命
を
落
と
し
た
不
幸
な
人
々
も
多
々
あ
っ
た
と
言
う
が
、
そ
れ
は
貧
農

の
小
作
人
が
大
半
で
あ
っ
た
と
言
う
。
 

小
田
川
ダ
ム
完
成
 

ひ
と
雨
降
る
ご
と
に
小
田
川
は
決
壊
し
、
又
内
水
で
水
田
は
冠
水
し
た
。
 

雨
が
降
ら
ぬ
と
早
魅
で
水
田
は
用
水
不
足
で
悩
み
、
毎
晩
毎
晩
夜
水
引

き
に
悩
ま
さ
れ
た
。
自
然
の
天
候
を
待
つ
よ
り
方
法
が
な
か
っ
た
過
去
の

農
業
も
、
小
田
川
上
流
に
『
ダ
ム
』
を
造
った
こ
と
に
よ
っ
て
解
消
さ
れ
た
。
 

こ
の
こ
と
は
昭
和
二
十
八
年
町
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
も
の
と
し
て
関

係
官
庁
に
陳
情
し
続
け
た
結
果
、
昭
和
四
十
一
年
か
ら
七
ケ
年
継
続
事
業

と
し
て
着
工
の
第

一
歩
を
踏
み
出
し
た
。
 

こ
の
総
工
事
業
費
二
十
五
億
と
さ
れ
、
水
源
事
業
は
国
営
六
〇
％
、
排

水
事
業
は
県
営
三
〇
％
、
圃
場
（
水
田
）
整
備
、
暗
渠
、
排
水
、
客
土

（湿

地
解
消
）
は
団
体
営

一
〇
％
で
、
昭
和
四
十
九
年
迄
に
は
附
帯
施
設
を
仕

上
げ
、
計
画
通
り
完
成
を
み
た
。
 

小
田
川
ダ
ム
の
完
成
に
伴
っ
て
、
小
田
川
の
蛇
行
も
改
修
補
強
、
川
巾
 
 

拡
張
に
よ
っ
て
、
嘉
瀬
の
水
田
は
冠
水
や
早
魁
か
ら
解
消
さ
れ
、
基
盤
整

備
の
農
道
を
ト
ラ
ッ
ク
も
コ
ン
バ
イ
ン
も
縦
横
に
走
る
農
村
風
景
に
変
っ

た
の
で
あ
る
。
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俗
諺

『
タ
ガ
レ

』
表

現
考
 

木
 
下
 
俊
 
蔵
 

津
軽
の
言

葉
の
な
か

に
、
「
タ
ガ
レ
」
と
発
音
す
る
言
葉
が
あ
る
c
 

こ
れ
は
、
も
ち
ろ
ん
津
軽
弁
で
あ
っ

て
、
「
タ
ガ
レ
」
 の
発
音
の
音
程

は
、
三
字
音
の
中
で
、
「
レ」
 の
発
音
が
前
二
字
の
音
程
に
対
し
て
、
一
一

度
位
高
音
に
し
な
い
と
、
生
き
た
津
軽
弁
の
言
葉
に
な
ら
な
い
。
 

た
だ
、
「
タ
ガ
レ
」
と
云
う
だ
け
で
は
、
何
の
こ
と
だ
か
、
あ
ま
り
意

味
が
な
い
が
、
「
タ
ガ
レ
」
と
云
う
文
句
の
前
に
、
何
々
 
「タ
ガ
レ
」
と

云
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
俄
然
「
タ
ガ
レ
」
 の
言
葉
が
息
を
吹
き
返
し
て
く

る
か
ら
面
白
く
な
る
。
 

「
タ
ガ
レ
」
は
接
尾
語
に
属
す
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
あ
ま
り
良

い
言
葉
と
し
て
使
用
さ
れ
な
い
、
む
し
ろ
差
別
と
侮
蔑
を
込
め
て
、
ま
た

ち
ょ

っ
と
し
た
羨
望
も
含
め
て
、
か
ぎ
り
な
い
蔑
し
み
の
言
葉
と
し
て
、
 

相
手
な
い
し
は
、
第
三
者
に
ぶ
っ
つ
け
る
言
葉
で
も
あ
る
。
 

だ
が
、
こ
の
「
タ
ガ
レ
」
 の
言
葉
も
、
時
代
と
共
に
経
て
、
時
を
変
え
る

ご
と
に
、
津
軽
の
人
々
の
言
葉
か
ら
消
え
去
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
 

ま
た
「
タ
ガ
レ
」
 の
簡
便
化
し
た
言
葉
に

「
タ
ガ
ッ
テ
ま
た
ね
」
と
云

え
ば
、
「
タ
ガ
レ
」
 の
変
化
言
葉
と
し
て
の
、
「
タ
ガ
ッ
テ
」
は
接
尾
語
で

は
な
く
、
む
し
ろ
主
語
に
近
く
な
る
。
 

私
達

（
主
に
明
治・
大正
・
昭和
生
れ
の
）
が
小
さ
い
頃
は
、
「
タ
ガ
レ
」
 
 

の
言
葉
は
、
津
軽
弁
の
実
用
語
と
し
て
、
よ
く
使
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
o
 

ロ
喧
嘩
し
た
時
と
か
、
相
手
も
二
・三
人
、
こ
ち
ら
も
二
二
二
人
の
喧
嘩

で
罵
り
合
う
時
な
ど
は
、
お
互
い
に
対
時
し
て
叫
び
合
い
、
最
悪
の
ロ
調

で
、
「何
々
タ
ガ
レ
」
と
口
汚
く
、
早
ロ
で
捲
く
し
立
て
る
方
が
、
勝
者

に
な
っ
た
み
た
い
の
よ
う
で
あ
る
。
 

「
タ
ガ
レ
」
と
云
う
語
音
か
ら
し
て
、
似
た
言
葉
に

「
タ
ガ
ル
」
 
「
カ

ダ
レ
」
（津
軽
弁

【
参
加
す
る
）
、「
オ
ゴ
ル
」
等
、
「
ラ
行
」
 の
発
音
が
で

て
く
る
の
が
面
白
い
現
象
で
あ
る
。
 

で
は
、
「
タ
ガ
レ
」
 の
つ
く
言
葉
が
、
ど
れ
く
ら
い
あ
る
か
、
思
い
つ
 

く
ま
ま
列
挙
し
て
み
る
と
、
 

、
も
ろ
ご
タ
ガ
レ

（
老徐
タ
ガ
レ
）
 

、
く
そ
タ
ガ
レ

（糞
タ
ガ
レ
）
 

、
ば
が
タ
ガ
レ

（
馬鹿
タ
ガ
レ
）
 

、
め
く
そ
タ
ガ
レ

（
目糞
タ
ガ
レ
）
 

、
び
ろ
タ
ガ
レ

（
誕タ
ガ
レ
）
 

、
あ
が
タ
ガ
レ

（垢
タ
ガ
レ
）
 

、
し
ら
み
タ
ガ
レ

（
風タ
ガ
レ
）
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一
、
び
ん
ぼ
う
タ
ガ
レ

（
貧
乏タ
ガ
レ
）
 

一
、
よ
く
タ
ガ
レ

（
欲タ
ガ
レ
）
 

一
、
ほ
ど
タ
ガ
レ

（乞
食
タ
ガ
レ
）
 

以
上
で
、
 

も
っ
と
あ
る
よ
う
で
あ
る
が
、
十
個
の
語
旬
が
現
れ
て
く
る
。
私
な
り
 

に

ー
つ
ー
つ
解
説
し
て
み
ま
し
た
。
 

ま
ず
、
最
初
の
「
も
ろ
ご
タ
ガ
レ
」
は
、
人
間
誰
し
も
加
齢
と
と
も
に
、
 

物
忘
れ
が
ひ
ど
く
な
り
、
老
化
現
象
の
ー
つ
と
し
て
老
徐
（
お
い
ぼ
れ
）
 

に
な
る
の
は
、
止
む
を
得
な
い
行
程
と
考
え
ら
れ
、
だ
が
人
に
よ
っ
て
は

目
を
閉
じ
る
ま
で
、
健
常
者
以
上
の
明
断
な
頭
脳
を
発
揮
し
て
い
る
人
も

あ
る
。
 

「く
そ
タ
ガ
レ
」
は
健
康
体
で
あ
れ
ば
、
垂
れ
る
こ
と
は
ま
ず
な
い
が
、
 

今
は
末
期
を
自
家
で
迎
え
る
こ
と
は
少
な
く
な
っ
た
が
、
昔
は
違
っ
て
い

た
o
五
十
代
後
半
か
、
六
十
代
半
ば
で
、
こ
の
世
と
別
れ
を
遂
げ
た
時
代
 

頭
じ
ら
み
を
除
く
に
は
、
目
の
細
か
い
杭
き
櫛
で
髪
を
枕
く
と
、
取
り
除

く
こ
と
が
で
き
た
。
昭
和
二
十
三
年
頃
風
の
駆
除
剤
と
し
て
、
D
D
T
な

る
薬
剤
が
出
始
め
、
こ
の
薬
を
散
布
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
風

・
蚤
等
は
完

全
に
駆
除
さ
れ
、
姿
を
消
し
た
の
で
あ
る
。
 

「
び
ん
ぼ
う
タ
ガ
レ
」
は
、
精
神
的
に
も
、
物
質
的
に
も
、
ま
さ
し
く

貧
乏
で
乞
食
の

一
歩
手
前
の
よ
う
に
見
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
o
そ
れ
で
も

自
給
自
足
で
暮
ら
し
た
時
代
で
あ
れ
ば
、
物
を
分
け
合
い
、
助
け
合
い
を

是
と
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
生
き
存
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
 

「
よ
く
タ
ガ
レ
」
は
自
分
の
物
を
、
物
惜
し
み
す
る
だ
け
で
な
く
、
他

人
の
も
の
で
も
欲
し

い
と
い
う
気
持
ち
が
旺
盛
で
、
転
ん
で
も
タ
ダ
で

は
起
き
な
い
型
で
、
道
路
に
落
ち
て
い
る
馬
糞
で
も
掴
む
と
い
う
心
理
を

も
っ
て
い
る
人
な
ど
が
、
当
て
は
ま
る
。
 

最
後
の
「
ほ
ど
タ
ガ
レ
」
は
、
ほ
ど
は
ほ
い
ど
の
略
語
で
、
津
軽
で
は

乞
食
の
こ
と
を

「
ほ
い
ど
」
と
呼
ん
で
い
た
。
「
ほ
ど
タ
ガ
レ
」
は
現
在

で
も

一
般
的
に
通
用
す
る
言
葉
だ
が
、
財
産
も
お
金
も
あ
り
余
っ
て
い
て

も
、
お
金
を
出
し
惜
し
み
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
他
よ
り
一
円
で
も
多
く

奪
い
取
ろ
う
と
す
る
根
性
を
持
っ
て
い
る
か
ら
、
自
分
さ
え
良
け
れ
ば
と

い
う
考
え
の
生
き
方
で
、
正
面
か
ら
は
と
も
か
く
、
裏
か
ら
は
歓
迎
さ
れ

な
い
種
類
の
人
で
あ
る
。
 

n
む
 
す
 
び

H
 

以
上
で
も
っ
て
「
タ
ガ
レ
」
 の
つ
く
言
葉
を
考
察
し
て
き
た
が
、
こ
の
 

「
タ
ガ
レ
」
も

ー
つ
の
方
言
で
あ
る
。
 
 

で
あ
れ
ば
、
ど
こ
そ
こ
の
爺
様
、
婆
様
が
床
に
付
い
た
（
病
に
臥

せ
る
）
 

と
云
わ
れ
れ
ば
、
半
年
位
で
死
ん
で
行
く
の
で
あ
る
が
、
そ
の
間
の
看
病
 

と
し
て
、
常
に
傍
に
付
い
て
い
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
糞
ま
み
れ

に
な
っ
て
も
不
思
議
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
特
に
農
繁
期
に
於
い
て

は
、
こ
ま
め
に
手
を
掛
け
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
医
者
と
て
ひ
と
月
に

一

回
か
二
回
の
往
診
を
頼
む
程
度
で
、
事
を
済
ま
せ
た
。
戦
後
診
療
所
が
近

く
に
あ
る
場
合
は
往
診
を
頼
む
回
数
も
多
く
な
っ
て
き
た
。
 

「
ば
が
タ
ガ
レ
」
は
、
本
来
の
そ
れ
は
別
と
し
て
、
普
通
の
考
え
の
人

が
常
軌
を
逸
し
た
行
動
を
と
る
と
か
、
と
ん
で
も
な
い
考
え
に
よ
っ
て
、
 

他
人
に
迷
惑
を
与
え
、
不
愉
快
な
思
い
を
さ
せ
る
こ
と
な
ど
を
指
し
て
云

う
言
葉
で
あ
る
。
津
軽
で
は

「
ばが
タ
ガ
レ
」
だ
が
、
中
央

（
関
東
・
関

西
方
面
）
の
方
で
は
、
「
ばか
タ
レ
」
と
呼
ん
で
い
る
。
 

「
めく
そ
タ
ガ
レ
」
は
ト
ラ
ホ
ー
ム
に
羅
患
し
た
子
供
や
、
焚
火
で
煮

物
や
暖
を
と
る
生
活
を
し
て
い
た
家
庭
で
は
、
目
尻
に
目
や
に
を
溜
め
る

こ
と
を
目
糞
と
云
っ
た
も
の
で
あ
る
。
 

「
び
ろ
タ
ガ
レ
」
は
病
的
な
も
の
か
、
悪
習
慣
の
せ
い
か
、
常
時
誕
を

流
し
て
い
る
状
態
で
、
あ
ま
り
格
好
の
よ
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
 

「
あ
が
タ
ガ
レ
」
と
「
し
ら
み
タ
ガ
レ
」
は
、
貧
し
さ
ゆ
え
の
産
物
の

ひ
と
つ
だ
が
、
風
呂
の
無
い
家
庭
で
は
、
垢
と
風
の
た
が
る
傾
向
が
多
く

み
ら
れ
、
ど
こ
の
部
落
で
も
八
割
位
は
風
呂
の
設
備
が
無
い
家
庭
で
あ
っ

た
o
風
の
中
の
頭
じ
ら
み
は
、
男
の
子
は
坊
主
頭
だ
か
ら
寄
り
付
か
な
い

が
、
女
の
子
に
は
頭
じ
ら
み
の
持
ち
主
が
多
か
っ
た
も
の
だ
。
不
潔
に
し

て
い
る
と
、
頭
を
手
で
ポ
リ
ポ
リ
掻
く
と
、
風
が
落
ち
て
く
る
の
で
あ
る
。
 

津
軽
言
葉

・
南
部
言
葉
・
弘
前
言
葉
と
、
言
葉
の
ア
ク
セ
ン
ト
も
そ
の

と
こ
ろ
の
土
地
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
て
、
独
特
の

ニ
ュ
ア
ン
ス
が

あ
る
よ
、っ
だ
。
 

私
達
が
住
む
津
軽
に
も
文
学
の
無
い
縄
文
時
代
か
ら
言
葉

（
方言
）
が

あ
っ
た
筈
、
青
森
県
は
日
本
海
側
と
太
平
洋
側
と
で
は
、
言
葉
の
発
音
に

大
き
な
違
い
が
あ
る
よ
う
だ
が
、
わ
が

「
かた
り
べ
」
 の
会
で
も
、
会
員

一
同
が
一
堂
に
会
し
て
、言
葉

（
方言
）
は
ど
こ
か
ら
伝
播
さ
れ
て
き
て
、
 

津
軽
独
特
の
方
言
が
形
成
さ
れ
た
も
の
か
、
自
由
閣
達
私
見
を
論
じ
合
っ

て
み
た
い
も
の
で
あ
る
。
（
私思
う
に
、
津
軽
言
葉
に
天
皇
家
の
宮
廷
言

葉
の
流
れ
の
果
て
も
入
っ
て
来
た
の
で
は
な
い
か
。
西
郡
越
水
地
区
に
天

皇
山
と
云
う
名
の
山
が
あ
る
）
 

第
二
次
世
界
大
戦

（
大東
亜
戦
争
）
以
前
の

百
姓
は
、
人
生
五
十
年
が
節
目
で
、
早
死
す
る

者
が
多
か
っ
た
。
五
十
才
代
で
腰
が
曲
っ
て
く

る
者
も
珍
し
く
な
か
っ
た
。
 

人
の
背
で
荷
物

（稲
の
背
負
運
搬
）
を
運
ぶ

農
作
業
か
ら
解
放
さ
れ
た
の
は
、
農
作
業
に
機

械
が
導
入
さ
れ
て
来
た
、
昭
和
時
代
も
終
り
か
 

ら
で
あ
っ
た
。
今
は
人
生
百
才
も
夢
で
な
い
。
 

（あ
き
も
と
）
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野
開
拓
団
（
大東
ケ
丘
）
の
六十
年
 

葛
 
西
 

敏
 
江
 

今
年
（
平
成
十
七
年
）
二
月
十
日
に
父
竹
内
千
代
作
（
満
九
十
五
歳
。
明
治
四
十
三
年
生
ま
れ
）
が
入
院
し
た
た
め
、
衣
類
等
を
少
し
整
理
し
よ
う
と

思
い
、
古
ぼ
け
た
箪
笥
を
開
け
る
と
一
番
上
の
引
き
出
し
か
ら
小
さ
な
黒
色
の
手
帳

（
縦十
五
些
横
七
些
）
を
見
つ
け
た
。
い
っ
た
い
何
を
書
い
て
い
る

の
か
と
読
ん
で
い
く
と
、
芦
野
開
拓
団
員
と
し
て
開
墾
に
精
を
出
し
て
い
た
頃
の
こ
と
を
思
い
出
し
な
が
ら
メ
モ
し
た
も
の
だ
と
理
解
で
き
た
。
そ
し
て

六
十
年
前
に
父
と

一
緒
に
原
野
を
開
拓
し
た
人
達
も
、
今
で
は
数
人
し
か
生
存
し
て
い
な
い
こ
と
に
気
が

つ
い
た
の
で
す
。
 

一60ー 

引
揚
者
帰
農
開
拓

団
 

（
仮
称
上
町
地
区
 
分
校
付
近
よ
り
上
二
十
七
戸
）
 

昭
和
二
十

一
年
太
平
洋
戦
争
も
終
わ
り
敗
戦
国
民
と
な
っ
た
た
め
、
多

く
の
日
本
人
が
内
地

（
国
内）
、外
地
、
満
州
、
樺
太
な
ど
か
ら
こ
の
青

森
県
北
津
軽
の
金
木
町
に
も
引
揚
者
と
し
て
帰
っ
て
き
ま
し
た
。
 

父
も
二
十
一
年
四
月
初
め
、
母
の
兄
が
藤
枝
に
住
ん
で
い
て
、
そ
の
兄

の
勧
め
も
あ
っ
て
開
拓
団
員
と
し
て
横
浜
市
保
土
ケ
谷
か
ら
入
植
し
た
。
 

そ
の
こ
ろ
の
町
長
は
大
橋
忠
雄
氏
で
、
開
拓
団
長
と
な
り
率
先
し
、
農
 
 

地

一
町
五
反
前
後
と
山
林
八
反
ほ
ど
を
入
植
希
望
者
に
配
分
決
定
。
数
日

後
町
か
ら
若
い
測
量
技
師
が
来
て
、
そ
の
手
伝
い
を
頼
ま
れ
父
と
田
中
雄

太
郎
氏
、
田
中
朝
五
郎
氏
と
四
名
に
て
原
野
を
歩
き
、
大
き
め
の
木
を
見

つ
け
る
と
印
を
つ
け
て
歩
き
回
り
、
測
量
の
手
伝
い
を
し
た
と
メ
モ
書
き

に
あ
っ
た
。
病
床
の
身
で
あ
る
が
、
父
も
話
し
て
く
れ
た
。
木
々
の
下
を

く
ぐ

っ
て
歩
き
何
日
も
か
か
っ
た
。
配
分
さ
れ
た
原
野
は
、
山
、
谷
、
沢

が
あ
り
、
開
墾
に
は
大
変
困
難
な
立
地
条
件
の
悪
い
と
こ

ろ
だ
っ
た
の
で

あ
る
。
同
じ
年
、
墓
地
も
中
町
の
今
喜
代
治
氏
の
裏
地
に
五
十
戸
分
配
分

し
て
い
る
。
（七
尺
×
十
尺
ほ
ど
）
 

数
日
し
て
隣
村
厚
生
部
落
へ
父

や
田
中
雄
太
郎
氏
等
数

名
で
見
学
に

行
っ
た
。
厚
生
部
落
は
戦
前
の
昭
和
八
年
に
入
植
し
、
も
う
す
で
に
広
々

と
し
た
農
地
が
開
け
て
い
た
。
自
分
た
ち
も
こ
れ
に
続
く
の
だ
と
希
望
を
 

持
っ
て
帰
路
に
つ
い
た
。
見
学
者
た
ち
は
こ
れ
か
ら
開
拓
す
る
自
分
達
に

ど
ん
な
試
練
が
待
っ
て
い
る
の
か
気
づ
く
こ
と
は
な
か
っ
た
o
 

二
十

一
年
夏
頃
よ
り
田
中
雄
太
郎

（
町内
）
、
田
中
朝
五
郎

（蒔
田
・

満
州
）
、
大
橋
勇
五
郎

（
町内
）
、竹
内
弥
太
郎

（藤
枝
）
、
三
上
直
太
郎
 

（
船越
）
、吉
田
タ
キ

（
満州
）
、竹
内
千
代
作
（
父
、
横
浜
）
の
七
名
が
、
 

そ
れ
ぞ
れ
に
配
分
さ
れ
た
土
地
開
墾
鍬

一
つ
で
耕
し
、
原
木
を
窓
鋸
で
切

り
、
平
地
を
作
り
、
そ
こ
に
四
本
柱
で
二
間
×
二
間
の
ノ
マ
小
屋
を
各
自

が
作
っ
た
。
し
か
し
厳
寒
地
で
越
冬
し
た
の
は
、私
の
父
の
家
族
五
人
（
母
、
 

姉
、
弟
、
私
）
と
独
身
者
の
舟
越
出
身
三
上
直
太
郎
だ
け
だ
っ
た
。
他
の

五
名
は
実
家
や
、
吉
田
タ
キ
さ
ん
は
農
場
で

一
冬
過
ご
し
た
そ
う
だ
。
そ

の
こ
ろ
引
揚
者
た
ち
を
弘
前
大
学
金
木
農
場
に
集
め
て
、
落
ち
着
き
先
を

見
つ
け
る
ま
で

一
時
支
援
が
続
い
て
い
た
の
で
あ
る
。
父
の
メ
モ
に
よ
る

と
ノ
マ
小
屋
の
生
活
状
態
は
小
屋
の
中
に
板
も
な
く
切
り
倒
し
た
松
の
木

を
枕
木
に
し
、
松
葉
の
付
い
た
枝
を
東
ね
て
敷
き
詰
め
た
上
に
延
・
こ
も

を
か
ぶ
せ
て
、
寝
床
に
し
た
。
土
間
か
ら
の
冷
気
は
言
葉
に
な
ら
な
い
ほ

ど
だ
っ
た
し
、
薪
も
生
木
を
燃
や
し
て
暖
を
と
る
こ
と
し
か
で
き
な
か
っ

た
。
ま
た
、
灯
も
な
く
大
き
め
の
井
に
食
用
油
を
注
ぎ
灯
り
に
し
て
、
厳

寒
の
越
冬
を
し
春
を
迎
え
た
。
 

二
十
「
犀
五

月
頃
に
田
中
平
内

一
家
が
満
州
か
ら
、
後
藤
勝
雄
、
後
藤

ハ
ル
等
樺
太
か
ら
順
次
入
植
者
が
集
ま
り
、
上
町
二
十
七
戸
の
家
族
世
帯

持
ち
の
部
落
と
な
る
。
二
十
三
年
の
春
頃
に
青
森
県
の
支
援
に
よ
り
住
宅

建
設
始
ま
る
。
二
間
×
五
間
の
平
屋
だ
っ
た
。
屋
根
と
外
柱
だ
け
の
建
物

で
あ
る
。父
や
近
所
の
男
達
が
助
け
合
っ
て
葦
で
壁
下
地
を
組
縄
で
作
り
、
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土
を
こ
ね
て
壁
塗
り
を
し
住
宅
の
仕
上
げ

に
か
か
っ
た
。
井
戸
も
各
家

で
助
け
合
い
な
が
ら
庭
先
に
掘
っ
た
。
ま
だ
電
気
は
な
く
ラ
ン
プ
で
灯
を

と
っ
た
。
ラ
ン
プ
の
ホ
ヤ
磨
き
は
子
供
た
ち
が
手
伝
わ
さ
れ
た
。
こ
の
年

の
六
月
二
十
日
、
弟
の
敏
が
旅
立
っ
た
。
 一
歳
三
ケ
月
で
あ
っ
た
。
戦
時

中
の
昭
和
十
九
年
、
弟
功
に
続
く
不
幸
に
父
は
頼
み
の
男
の
子
を
失
う
こ

と
に
な
り
、
心
痛
は
ど
れ
ほ
ど
だ
っ
た
ろ
う
と
思
う
と
今
で
も
胸
は
熱
く

な
る
o
二
十
三
年
秋
頃
に
や
っ
と
待
ち
望
ん
で
い
た
電
気
が
灯
っ
た
。
一
一

個
だ
け
の
裸
電
球
が
居
間
と
寝
室
を
明
る
く
照
ら
し
た
。
 

食
糧
増
産
隊
開
拓
団
 

（仮
称
中
町
地
区
青
年
隊

）
十
七
戸
 

父
の
記
録
を
見
る
と
昭
和
二
十
一
年
西
北
五
地
区
二
、
三
男
を
対
象
に

青
年
達
を
募
っ
た
。
独
身
の
若
者
ば
か
り
の
集
団
で
あ
っ
た
。
（
世帯
持

ち
奥
田
武
治
、
葛
西
繁
則
）
 

入
隊
者
の
一
人
で
開
拓
団
長
を
さ
れ
た
佐
々
木
男
治
氏
の
寄
稿
 

偲
ぶ
 
懐
か
し
 
思
い
出
深
し
 

昭
和
二
十
一
年
五

月
一
日
金
木
町
修
練
農
場
に
青
森
県
庁
が
募
集
し

た
開
拓
食
糧
増
産
隊
が
開

拓
団
研
修
生
と
し

て
入
所
。
二
十
一
年
の
三

月
に
大
々
的
に
募
集
し
た
の
で
あ
る
。
昭
和
二
十
一
年
四
月
一
日
、
隊
員

達
は
当
時
青
森
県
三
本
木
町

（
現
十和
田
市
）
の
元
陸
軍
の
軍
馬
補
充
部

隊
の
兵
舎
で
あ
っ
た
所
に
、
青
森
県
の
募
集
に
応
募
し
た
食
糧
増
産
隊
が

約
百
五
十
名
ほ
ど
集
結
し
た
。
ほ
と
ん
ど
の
人
々
は
元
陸
海
軍
の
軍
人
で

あ
っ
た
。
 

北
郡
よ
り
二
十
六
名
が
来
て
お
り
、
県
全
体
で
二
百
名
が
毎
日
毎
日
開

墾
開
拓
の
訓
練
に
励
ん
だ
。
訓
練
は
厳
し
い
も
の
で
逃
げ
出
し
た
隊
員
も

数
多
く
あ
り
、
厳
し
い
日
々
が
続
き
大
変
苦
労
し
た
。
訓
練
の
約
東
期
間

は

ー
ケ
月
だ
っ
た
の
で
隊
員
達
は
厳
し
さ
に
耐
え
て
我
慢
し
た
。
そ
ろ
そ
 

入植者の住宅（昭和30年 写す、 
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ろ
訓
練
期
間
の
終
了
が
近
く
な
る
と
今
後
は
ど
う
な
る
の
か
と
隊
員
達
が

不
安
が
っ
た
が
、
開
墾
地
を
有
す
る
市
町
村
の
有
志
の
方
が
迎
え
に
来
る

の
で
心
配
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
 

他
の
郡
、
市
町
村
で
は
す
で
に
迎
え
が
来
だ
し
た
o
北
郡
の
隊
員
が
首

を
長
く
し
て
待
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
同
年
四
月
二
十
五
日
頃
、
北
郡
金

木
町
の
有
志
で
あ
る
川
端
町
の
大
橋
勇
五
郎
氏
が
来
て
、突
然
大
声
で
「北

郡
の
隊
員
全
員
食
堂
に
集
結
せ
よ
」
と
叫
ぶ
o
待
ち
望
ん
だ
北
郡
の
隊
員

が
集
結
す
る
の
を
前
に
、
木
箱
の
上
に
立
っ
た
彼
は
威
勢
良
く
次
の
よ
う

挨
拶
を
し
た
。
 

北
郡
の
隊
員
の
皆
様
、
本
当
に
御
苦
労
様
で
し
た
o
今
日
現
在
の
日
本

は
ア
メ
リ
カ
と
の
戦
に
敗
れ
て
、
事
実
上
日
本
は
つ
ぶ
れ
た
の
だ
o
隊
員

の
皆
さ
ん
は
皆
元
陸
海
軍
の
軍
人
で
ア
メ
リ
カ
と
戦
っ
た
立
派
な
方
々
で

す
。
決
し
て
皆
さ
ん
が
弱
く
て
負
け
た
の
で
は
な
く
、
科
学
の
力
で
負
け

た
の
だ
と
力
説
し
た
。
集
ま
っ
た
隊
員
か
ら
は
万
雷
の
拍
手
を
受
け
、
大

橋
氏
は
更
に
話
を
続
け
た
。
隊
員
達
は
真
剣
に
話
を
聞
い
て
い
て
誰

一
人

ヤ
ジ
を
飛
ば
す
も
の
も
叫
ぶ
も
の
も
い
な
い
。
大
橋
氏
は
金
木
町
に
つ
い

て
語
っ
た
。
金
木
町
で
は
隊
員
の
皆
様
が
全
員
来
て
く
だ
さ
る
の
を
心
か

ら
喜
ん
で
迎
え
る
つ
も
り
で
い
ま
す
。
安
心
し
て
金
木
に
来
て
く
だ
さ
い

と
頭
を
下
げ
た
。
金
木
町
に
は
青
森
県
で
も
有
名
な
芦
野
公
園
が
あ
り
ま

す
。
隊
員
の
皆
さ
ん
が
開
拓
開
墾
す
る
予
定
の
芦
野
大
原
野
が
広
が
っ
て

い
ま
す
。
皆
さ
ん
が
鍬
を
入
れ
る
芦
野
の
原
野
の
近
隣
に
は
喜
良
市
村
の

坂
本
大
原
野
が
あ
り
、
昭
和
八
年
よ
り
試
験
開
拓
村
が
あ
り
、
す
で
に
成

果
を
上
げ
て
約
四
十
戸
の
農
家
が
入
植
生
活
を
し
て
昭
和
厚
生
村
と
い
う

名
が
付
け
ら
れ
、
現
在
で
は
青
森
県
内
外
よ
り
た
く
さ
ん
人
が
見
学
に
来

て
い
た
ほ
ど
で
す
。
ま
た
、
金
木
町
に
は
多
く
の
林
檎
園
も
あ
り
ま
す
。
 

大
橋
氏
の
力
説
に
全
員
が
感
動
し

一
日
も
早
く
金
木
町
に
行
き
た
い
と

願
っ
た
。
先
遣
隊
七
名
を
派
遣
す
る
こ
と
を
決
定
し
、
五
月
一
日
に
彼
ら

は
金
木
町
に
向
か
っ
た
。
 

先
遣
隊
員
は
今
喜
代
治
、
佐
々
木
男
冶
、
神
成
重
左
衛
門
、
奥
田
定
治
、
 

葛
西
甚
七
、
奥
田
武
治
、
小
山
内
勝
美
の
七
名
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
五
月

一
日
に
金
木
町
修
練
農
場
内
開
拓
食
糧
増
産
隊
と
し
て
入
所
し
た
。
こ
の

場
所
は
旧
農
兵
隊
の
解
散
後
に
、
金
木
町
修
練
農
場
内
開
拓
食
糧
増
産
隊
 

葉煙草を小屋に運ぶ父（昭和 40年写） 
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